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＜連絡事項＞

· 黒澤　重子様～上の差し歯が取れたようなので、歯科予約しました。

· 鳥谷部　国光様～両下肢・顔面の浮腫軽減していますがまだあり

ラシックス　2T　

アスパラk　4T　

朝・昼の7日分が今日の昼から継続処方となっています。

· 長根　實様～クラビット（100）3T　3ｘ　今日の昼から7日分処方となっています。

X－p実施の結果、左胸部下方にまだ影が見られています。

· 2月13日（月）、2月14日（火）課内研修があります。

内容：リスクマネージメント

　　　「事故報告・M－SHELL分析について」

　　時間：17：30～

場所：4Fユーティリィティー

· 2月15日（水）、１６日（木）法人研修があります。

内容：「ビジネスマナーについて」

時間：17：30～

場所：メモリアルホール

〈患者様のNCP評価・検討〉

· 山下　さき様　　受け持ち担当（小向・及川）

不眠の訴えがあり、主治医診察介助にて2/7から定期薬変更となり、グットミンが

　　増薬となっているためプラン変更しています。

　　＃１　熟眠感が得られない

　　　Ｐ１－夜間眠れるようにする

①プログラムや、趣味活動(編み物)へ参加し、出来るだけ日中の臥床時間を減らす

②薬の副作用に注意する（2/7～グットミン増加）

③夜間トイレに起きてきた際は、ふらつきに注意し転倒のないようにする

グットミン(短時間型睡眠導入薬)の副作用について

· 大量連用により薬物依存となる。

· 眠気、ふらつき、頭痛。肝障害。軽度の脈拍数増加。

· 嘔気、悪心、口渇。過敏症状。倦怠感。

· 貧血、中途覚醒時の記憶脱失。

· 寝ざめが良好なほか高齢者への副作用が少ないです。

<精神症状勉強会>

幻覚のある患者様への対応

１　目的

· 患者様の訴えから幻覚の有無、その内容を知り、訴えに対して幻覚によるものかを正しく把握し、幻覚を助長させないように対応する。

· 異常体験による患者様の不安や苦痛を軽減させ、現実感の維持に努める。

２　手順

1． 患者様の話はよく聞く

コミュニケーション等を通し患者様との信頼関係の確立を図る

· 内容をきちんと聞く

· 患者様の言動を注意深く観察する

· 話しやすい環境を作る

· 曖昧な対応をせず約束した事は必ず守る

2． 共感的な態度で接する

・幻覚という病的体験によって患者様がどんな思いを抱いているか注目し、関わりをもつようする。

3． どういった幻覚体験を有しているか把握する。また内容は否定も肯定もしない

· 幻覚の体験が患者様にとってどんな影響を及ぼしているのかを観察する。

· 日常生活上、幻覚体験によって健康障害をきたしているところはないかを把握する。

４．現実のものに関心が向くように話題を選び、関わりを持つと共に日常生活の援助をする

５．カルテに経過を記載する







































































































